
 

 

 

 

 

  

水道事業を取り巻く環境と水道事業の経営状況 

（給水人口の減少と料金収入の減少） 
本市の水道料金収入は、府警察学校の移転や大

手工場の撤退など大口利用者の減少や節水機器

の普及により、平成 24 年度と比べると大幅に減

少しています。 

今後、少子化による人口減少や節水機器の更な

る普及等で水道水の利用量がどんどん減少して

いくことで、料金収入も減少していくことが予想

され、水道管の老朽化による必要な更新投資需要

も迫ってきており、経営健全化に向けた取組みが

急務となっています。 

 

（電気料金等の高騰の影響） 
社会情勢の変化に伴い資材単価など物価の高

騰や工事等の人件費の上昇で水道事業経営上の

費用は増大しており、中でも電気料金の高騰は本

市の経営に大きく影響を与えています。 

令和 2 年度中に取水施設（深井戸）増設に伴い

電力使用量が増加していますが、それ以上に、原

油高により電気料金は大幅に増加しています。 

 

（料金回収率の状況） 

平成 26 年度から給水原価が供給単価を上回る

状況（料金回収率が 100％未満）が続いており、

料金収入で給水に係る費用を賄えていない状況

で、同じ人口規模の類似団体の料金回収率よりも

低い状況です（令和 4 年度比）。 

今後も、料金収入の減少が予想される中で、物

価の高騰や老朽化した水道管の更新投資等によ

る費用負担の増加により、将来においても給水原

価が供給単価を上回る状況は継続し、更なる経営

状態の悪化に拍車をかけることが予想されます。 

 

 

 

 

 

（企業債（借金）の状況） 

本市の企業債（借金）残高の水準は、令和 4 年

度時点において、給水収益（料金収入）に対して

約８倍程度の企業債残高を有しており、他団体と

比較すると約 3 倍程度高く、企業債残高が比較的

多い状況です。これは、新浄水場やポンプ場等の

大規模施設の建設費の多くを企業債で賄ったこ

とによるものです。 

今後の水道管の更新投資の財源を企業債に依

存しすぎると、将来世代に大きな負担を残すこと

になるため、世代間の公平性の観点からも、企業

債の圧縮が急務です。 

図表１ 給水人口と料金収入の経年推移 

図表 2 電気料金と電力使用量の経年推移 

図表３ 料金回収率の経年推移と類似団体比較 

1,297 

1,214 

1,140 1,136 1,132 1,136 1,125 1,119 

1,039 

1,129 
1,059

126
123

77,991 
78,054 

77,898 
77,913 77,877 

77,781 77,799 

77,553 
77,502 

77,414 
77,234 

75,800

76,300

76,800

77,300

77,800

78,300

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

給水人口と料金収入の推移

料金収入 一般会計からのコロナ減免負担 給水人口

単位：百万円 単位：人

図表４ 企業債残高対給水収益比率の経年推移と類似団体比較 

 供給単価：水道使用者の皆様からいただく 1 立方メートルあたりの販売単価です 

 給水原価：水道水を 1 立方メートル作るのに必要とする経費です 

 料金回収率：供給単価÷給水原価によって算出し、100％超が目安値となります 
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を継続して下回っています



 

 

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

(予測) (予測) (予測) (予測) (予測) (予測) (予測) (予測) (予測)

建設改良費 735,360 453,560 940,500 925,100 952,600 903,310 933,170 907,620 915,540

上記中の補助金対象分 116,600 99,000 544,500 594,000 396,000 381,300 123,900 168,000 168,000

国（都道府県）補助金 協議中 33,000 181,500 198,000 132,000 127,100 41,300 56,000 56,000

R16 R17 R18 R19 R20

(予測) (予測) (予測) (予測) (予測)

建設改良費 948,130 921,800 899,540 909,700 909,700

上記中の補助金対象分 168,000 168,000 168,000 168,000 168,000

国（都道府県）補助金 56,000 56,000 56,000 56,000 56,000

補助金金額は補助対象事業経費の１／３（補助率の満額）を想定

資本的収支

　　　    　　　　　   （単位：千円）

12,255,630

合計
資本的収支

　　　    　　　　　   （単位：千円）

3,431,300

1,104,900

（資金残高の将来推移） 

給水人口の減少や節水機器の普及等による水需要減少に伴う料金収入の減少、物価や人件費、電気料金の高騰等に

よる経費の増加を加味して資金残高の将来推移を試算した結果、単年度資金収支は継続してマイナスで推移し、令和

4 年度末時点で 24 億円あった資金残高は、令和 11（2029）年度には資金残高がマイナスに転じる見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（料金改定の必要性） 

将来にわたって安全・安心な水を持続的に供給するためには、老朽化した水道管の更新や耐震化を計画的に進め

る必要があります。水道管の更新や耐震化には多くの資金が必要になり、企業債に依存しすぎないためにも国の補

助金を活用することが考えられますが、それには料金回収率が 100％を超えていることが条件（採択基準）となり

ます。今後、基幹管路の更新工事を優先的に実施する予定で、基幹管路の補助対象工事費約 34 億円のうち、約 11

億円を国からの補助金で賄うことを見込んでいます。 

そのため、国からの補助金を獲得するためにも、適正な料金改定が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（料金改定の方針） 

目指すべき 

方向性 

（数値目標） 

 料金回収率（供給単価÷給水原価）の改善（100％以上） 

 事業経営を持続するために必要な資金残高の確保（８億円以上） 

 令和 2 年度の企業債残高（約 102 億円）をピークとして、企業債残高を圧縮させ、更新投

資に係る企業債比率は 60％以下（ただし令和 7 年度までは 80%以下）を目標 

料金改定率／ 

改定時期 

 料金改定率は、平均約 16％とします。 

 料金改定は、令和 6 年 4 月分の料金算定から実施します。 

（水道料金体系の見直しについて） 
経営の安定化を図りつつ、利用者の過度な負担とならないよう、下記 5 項目を中心に水道料金体系の見直しを実施

しました。 

(1) 基本・従量料金割合：基本料金割合を引き上げます。但し、少量利用者への負担が高くなりすぎないよう配慮します。 

(2) 基本料金：基本料金は、各口径ともに、現状より＋18％引き上げます。 

(3) 基本水量：基本水量は、少量利用者の負担軽減のため、引き続き、13 口径、20 口径利用者に 8 ㎥付与します。 

(4) 従量料金・逓増度：従量料金は、引き続き、逓増型の料金体系とし、０～10 ㎥の区画単価は 12％程度、11～20 ㎥

の区画単価は 14.5％程度、21～30 ㎥の区画単価は 15.5％程度、31～100 ㎥及び 101 ㎥～の区画単価は 18％程

度それぞれ現状より引き上げます。 

(5) 用途別料金の設定：臨時用、浴場用ともに、基本料金及び従量料金を、現状より一律で＋16％引き上げます。 

 

図表 5 資金残高の将来推移 
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R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

(予測) (予測) (予測) (予測) (予測) (予測) (予測) (予測) (予測)

建設改良費 735,360 453,560 940,500 925,100 952,600 903,310 933,170 907,620 915,540

上記中の補助金対象分 － 99,000 544,500 594,000 396,000 381,300 123,900 168,000 168,000

国（都道府県）補助金 － 33,000 181,500 198,000 132,000 127,100 41,300 56,000 56,000

R16 R17 R18 R19 R20

(予測) (予測) (予測) (予測) (予測)

建設改良費 948,130 921,800 899,540 909,700 909,700

上記中の補助金対象分 168,000 168,000 168,000 168,000 168,000

国（都道府県）補助金 56,000 56,000 56,000 56,000 56,000

補助金金額は補助対象事業経費の１／３（補助率の満額）を想定

資本的収支

　　　    　　　　　   （単位：千円）

12,255,630

合計
資本的収支

　　　    　　　　　   （単位：千円）

3,314,700

1,104,900

（新料金表） 
23 年ぶりの料金改定による新料金表は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（料金改定による影響額の試算） 
■口径別、使用水量別の現行料金と平均約 16％改定料金の比較（税込み、メーター使用料含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も 3 年毎を目途に、適正な水道料金について検証・見直しを行って参ります。 

75㎜20㎜

10㎥／月 20㎥／月 30㎥／月 1,000㎥／月 2,000㎥／月

40㎜

使用水量

現行料金
(メーター使用料)

1,111円/月 1,383円/月 3,000円/月 4,804円/月 305,547円/月 689,403円/月

イメージ
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差額

うち、154円 うち、319円 うち、1,980円

水道料金 （１ヶ月あたり、税抜）

用途 口径
基本料金
（円/月）

従量料金単価（円/㎥）
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2.75倍⇒2.91倍


